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会 議 録 

会議の名称 西東京市図書館協議会 令和４年度第４回定例会 

開 催 日 時 令和５年２月17日（金）午後２時30分から４時まで 

開 催 場 所 田無第二庁舎 ４階３会議室 

出 席 者 

委 員：島会長、鈴木副会長、上田委員、緒方委員、柴田委員、

長谷川委員、福士委員、山辺委員、野崎委員 

（欠席）東山委員 

事務局：徳山館長、湊山副館長、金本庶務係長 

齋藤社会教育主事 

傍 聴 者 ０名 

議   題 

第１ 諸報告 

第２ 次期図書館計画の策定に向けて 

第３ 令和５年度西東京市図書館事業計画について（案） 

第４ その他 

会議資料の

名 称 

参考資料 私たちの望む西東京市の図書館（素案） 

参考資料 令和５年度西東京市図書館事業計画（案） 

参考資料 西東京市図書館計画（2019～2023年度）中間のまとめ（案） 

参考資料 公共施設等総合管理計画の改定等に係る施設関係団体ヒアリ

ング・アンケート結果」について、図書館協議会からの意見

（まとめ） 

参考資料 次期図書館計画の策定に向けての資料 

記 録 方 法      □全文記録 ■発言者の発言内容ごとの要点記録 □会議内容の要点記録 

会 議 内 容 

第１ 諸報告 

次期図書館計画の策定に向けての資料「図書館施設の現状・課題についての課内検

討」について 

○館長 

・この資料は、図書館が現状の課題を踏まえて中長期的な図書館のあり方を考えたも

のになります。 

・来年度策定する図書館計画にもその方向性を示していくことになるので、協議会で

も議論していただきます。 

・最終的には、図書館の適正配置ということで、今考えられる施設配置案として５つ

のパターンを挙げました。 

・①は今の６館のこと、②は駅前構想のこと、③は９校の学区域だと半径1キロが重な

らずに配置できるというもの、④は③よりもっときめ細かいもの、⑤は大きいもの
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が一つあって完了です。 

・この５パターンのほかに考えられる案があればご意見としていただきたいです。 

・そして、これから考える配置や規模に繋げたいと思います。 

・実際には、これからまとめていただく「私たちの望む西東京市の図書館」をもと

に、中央館の機能や大きさを検討し、その中で地域館の役割はどうなるかを考えて

いくことになりますが、ここでは中央館が理想通りフルスペックの機能・規模であ

ることを前提に、地域館を含む配置案を上げてあります。（⑤は地域館がないパタ

ーンです。） 

・可能であれば、配置と同時に地域館の機能や役割などについてもご意見があればお

願いします。 

・形式を問いませんので、３/20(月)までにメールでお願いします。 

・まとめたものは皆様で共有できるように集約して戻すようにします。 

板橋区立中央図書館視察研修の感想 

○副会長 

・直営の中央館職員のお話から自区の教育や産業振興にも関わる図書館運営に取り組

む気概が感じられ、大変嬉しかったです。 

・公園と一体化した建物を造られたことが感じられました。 

・子どもがあちこちにいて、中央図書館にたくさんの子どもが来ることが良いと思い

ました。 

・工夫が多い図書館で、個人的にもまた行きたいと思いました。 

○委員 

・素晴らしいロケーションで良い図書館だと思いました。 

・ボローニャ絵本館を1階のメインに置いて、そういう宝を持っていることが大きいと

感じました。 

・自動書庫について、案内の職員がネガティブな意見を持っていて、導入したのはや

はりスペースの節約だと思いますが、その点が不思議でした。高価であるが故障も

多く、費用対効果のこともあるのかもしれません。新館建築時には大学図書館など

でも導入するところは増えています。 

○委員 

・自動書庫と開架書庫のバランスが半々なので、今はまだ空きがあるから良いけれど

最終的に半分の蔵書が自動書庫にあるというのは、公共図書館として利用しにくく

なると思いました。 

・板橋区では、必要な要件をきれいに積み上げて、設計したということでしたので、

それは大切だと思います。 

・今後、西東京市の図書館をつくる時に、同じように必要な物は何なのかをきちんと

精査して積み上げていって欲しいと思いました。 

○委員 

・滞在型の公共図書館に初めて行きました。 

・正直、これまで肯定的な印象を持っていなかったのですが、例えば民業との兼ね合

いとか、箱やコンテンツを用意してもそれだけの人が来るのかと思っていたのです

が、驚くほど人がいました。 

・１階はガラス張りで、外の公園では小学生くらいの子どもたちがたくさん遊んでい

て、案内の職員さんの話では、子どもたちはそのうち疲れると館内に入ってくると
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のこと、印象深かったです。 

・滞在型図書館はこういうコンセプトなら成立するということがよくわかりました。 

・併設のカフェは12時過ぎには満席で入れませんでした。単価がコーヒーとサンドウ

ィッチくらいで1,200円と高いのですが、子連れのお母さん、学生、高齢者もいて、

バランスが取れていました。 

・コンセプトがはっきりしていると思いました。中央図書館ファーストというか、他

の施設との併設も考えなかったし、中央図書館として考えて積み上げたらこの形に

なりましたということで、ほぼ理想に近いと思いました。 

○委員 

・板橋区立中央図書館には、あらゆる年齢層が居心地良く過ごせる工夫がみられまし

た。 

・勉強する若者たち、本を読む人々の熱量を感じました。 

・まず、３階から 

「区民の書斎」のコンセプトで造られた空間には、調度品などにこだわりがあり、

他の階とは異なる色合いについても説明を受けました。心理的にも落ち着くし、集

中出来る環境づくりを大切に考えていることがわかりました。録音・展示資料スペ

ースも見せていただきました。 

しかし、資料は全て外注とのことでした。西東京市には音訳・点字ボランティアが

いて、音訳者の育成にも力を入れていることは誇れることだと思います。 

・次に２階 

フロアーの中央に本の展示の書架が４つありました。書架の形態がピラミッド型

で、ぐるりとテーマに添った本が集められているのが気に入りました。今回の展示

のテーマは新着図書の他、ＳＦ・犬・絵本の読み聞かせでした。ふと、手に取りた

くなる展示の仕方だと思いました。 

ここまで見せていただいて、表に職員の姿をほぼ見かけませんでしたがどこで何を

していらっしゃるのか気になりました。主にバックヤードで作業する時間だったの

でしょうか。 

・次に１階 

各国の絵本をここまでの数をそろえているのは素晴らしいです。外国語の赤ちゃん

の本もありました。字を見てもどこの国なのか分からない本がありましたが、裏表

紙に国名が分かるようにラベルがしてあったので、アラブ首長国連邦やメキシコな

どの本だと認識することが出来ました。気遣いを感じました。 

ボローニャ絵本館の存在は、いろんな国の人に対してウエルカムな気持ちを感じさ

せるし、利用者がいろんな国の本を手に取って、そこから世界の国々に導かれるの

は子どもにとっても大人にとっても素敵なことだと思いました。 

私は今まであんなに沢山の絵本を見たことがありませんでした。目に飛び込んでき

た絵本をパラパラとめくっている時間は本当に至福の時でした。 

探したわけではありませんが、西東京市にゆかりのある詩人・茨木のり子さんの唯

一の絵本「貝の子プチキュー」が目に入り何だか嬉しかったです。 

全部の書架を一通り見てみたかったのですが、勉強している方々のデスクと書架が

近いのでお邪魔になるといけないので遠慮しました。あと1メートルそれぞれの間が

離れていたら、遠慮なく本を見ることが出来たのにと思いました。 

・視察後、私はボローニャギャラリーの近くのベンチで本を読んでいたのですが、次
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の視察団体を案内しているのが話声でわかりました。 

しかし、視察の方々は声をひそめることもなく、近くで本を読む人々の姿が目に入

らない訳がないのに声高に話されていて非常識でした。案内していた司書さんは、

ちゃんと注意すべきだと思いました。私たちの視察を案内してくれた方は、視察中

は利用者の迷惑にならないようくれぐれもお静かにと念を押されました。沢山の受

け入れをされる中で、「うるさい！」と言われたことがあったということも聞いて

おり、図らずも同じ思いをして気持ちが分かりました。逆に視察を受け入れる側も

大変だと思いました。 

・バックヤードですが、圧倒されたのは書庫がオートメーションだったことです。た

だし、故障した時の復旧が大変という話と、本が間違ってどこかに入り込んでしま

ったら、その本は永久に見つからないかもしれないという話を聞いて、何事も良し

悪しだなあと思いました。 

・最後に 

板橋区の夢が、この中央図書館・ボローニャ絵本館として素晴らしい形となり良か

ったと思いました。 

任期中に立川市と板橋区の図書館を視察させていただき、いろんな気づきがありま

した。西東京市における私たちの望む中央図書館建設に夢を馳せることが出来まし

た。 

個人の意見としては、本と人どちらもゆるくつながることが出来、かつ、いろんな

人が障害なく利用できるという安心感がある図書館であってほしいです。私は職員

と利用者の距離が近い西東京市の図書館が大好きです。 

また、職員のみなさんが働きやすい環境を守ることが、ひいては利用者の利益にな

ると思います。 

本もさりながら、人との出会いも大事であります。特に子ども達にとって図書館で

出会い、やり取りする大人は司書さんです。 

司書さんを好きになる、図書館に行きたくなる、そして次第に本を読む楽しみをお

ぼえる。 

実際はそんな単純なものではないのかもしれませんが、でも私はそうでした。 

そんな場と雰囲気が本と人を結びつけるのだと思います。 

西東京市は今後、どの様な形で私たちの望む図書館を創り上げて行くのかとても楽

しみです。 以上です。 

○委員 

・今回参加できず、失礼しました。以前のボローニャ絵本館には何度か行っていま

す。ボローニャ絵本展に関する絵本を一所懸命集めていて、正直当時、板橋区がこ

んなことをするのか、人の物を持ってきて自分の図書館の特徴みたいなものにして

いると思っていました。 

・皆さんの感想を聞いていて、今回は公園の中ということですが、私は、館内が森の

ような環境の図書館が欲しいと田無の図書館を作る時に夢を描いていたことを思い

出しました。 

○会長 

・働く立場で考えてしまったのですが、事務室が地下にあり、長い時間働く職員が１

日中、地下で仕事をするというのは、ちょっと気になりました。 

・市民優先ということで、１～３階は市民のスペースとしているのでしょうが、もう
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すこし職員のことを考えてもいいのかなと思いました。 

 

第２ 次期図書館計画の策定についてについて 

   「私たちの望む西東京市の図書館（素案）」についての協議。 

○委員 

・素晴らしくまとめていただきありがとうございました。 

・項目はこれで上手くまとまっていると思います。 

・「ください」の表現が気になり、「望むもの」としているのに「望む」を繰り返す

のもしつこくなるので、「望みます」の後に、項目を並べていけば解決するのか、

文章として書かないといけないのかを考えたいです。 

○委員 

・「望みます」で終わっていない２か所のタイトルを変更することは考えられないで

しょうか。 

○会長 

・３番「図書館は一人ひとりを大切にすることを望みます」になります。 

・12番「図書館は過去を保存することを望みます」になります。 

○委員 

・８番、図書館を入れて「家族に優しい図書館を望みます」ですね。 

・２番で「いろいろな人たちが生活しています」で始まり、みな違うとなり、７番で

は、同じ文章で始まって、みな同じだとなっています。対比させることかと思いま

すが、文章で読むと違和感があるので、もう少し説明が要るように感じました。 

○会長 

・７番の２つ目の文章を削り、「具体的には～」に繋げるのはどうでしょうか。 

○副会長 

・２番と７番の始まりが「西東京市にはいろいろな人たちが生活しています」で同じ

でない方が良いと思います。削ってもいいと思います。 

・７番は、いろんなグループがありますくらいでも良いと思います。 

○委員 

・グループは活動するグループではなく、民族などを指すのですよね。 

・７番は、具体的には以下を最初に持ってくればいいかもしれないです。 

○副館長 

・２番は、図書館利用に不自由がある人というのが本来なので、個々の利用のことを

言っています。 

○委員 

・７番はそうした人たちが集まったグループもしくは集えるということです。 

○副会長 

・２番は、図書館に行きたいと思った人が誰でも不自由なく使える、図書館利用のこ

とをメインにして結論が先にある方が良いと思います。 

○委員 

・細かい点を時間内に話し合うのは難しいと思うので、残りの時間は思いついたこと

をざっくばらんに漠然とした意見を話し、後で、気づいたことまとめて会長にメー

ルで出させていただき、修正については会長にお任せするのはどうでしょうか。 

・10番「図書館は心の安らぎの場であることを望みます」ですが、とても良い内容な
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のですが、説明文が短いと思いました。 

・コロナの後、メンタルヘルスについて問題を抱えている人が増えていると言われて

いて、図書館でも何かサポートするようなプログラムを出していこうという動きが

あるようです。 

・場所を提供することで、そういう人たちに対して、心を癒していただくことが出来

るかもしれません。 

・メンタルヘルスについては、たまたま今日ニューヨークパブリックライブラリーの

話を聞いたのですが、そこでは特に若者向けにサポートするプログラムをホームペ

ージなどを通じて提供しているとのことでした。 

・ここで、関係づけて入れてもいいかもと思いました。 

・８番の「家族に優しい図書館」、これもとてもよい項目だと思いますが、うがった

考え方をすると、家族を重視するというのは、政治で今よく言われているところ

で、個人よりも家族を重視すると捉えられてしまうかもしれません。 

・これを出すのは良いと思うのですが、そういうことを考えた上で出さないといけな

いと思いました。 

・もう一つ、家族がいない人にとっては、ちょっと寂しくなる項目かもしれません。 

・最後に、単身者の人たちにはその人たちへのサービスを行なってくださいというよ

うなことを言い訳的ではありますが、一言加えておいても良いと思いました 

・６番のタイトルには「課題解決型」と書かなくてもよいと思います。「課題解決

型」は本文に出てきますし、いかにも図書館的な用語なので、タイトルでは「課題

を解決する（図書館）サービス」で良いと思いました。 

○副会長 

・１番のタイトル「成長（判断）」のところを決めた方が良いと思います。 

○会長 

・ここが民主主義のことを言っているのであれば、判断かと思います。 

○委員 

・成長は、社会教育施設としての究極の目的みたいなものだと思います。 

・「知り、考え、判断し、成長するための～」としても良いと思います。 

○委員 

・一つだけ、「資料」という定義をしておいた方がいいとおもぃます。 

・「本」やそのほかの表現があるので、あまり個別に出さなくても良いかと思いま

す。 

○会長 

・初出の「資料」に説明を本だとか雑誌だとかを載せますか。 

○委員 

・メディア、情報や視聴覚資料なども出てくるので、整理したほうが良いかと思いま

す。 

○委員 

・１番、電子ジャーナルではなく、電子情報ならば入れてもよいと思います。 

○委員 

・昔は図書館に情報という言葉はつかなかったですが、図書館としてはこういうもの

を収集して提供しているということを明らかにした方が良いと思います。 

○委員 



7 

 

・資料を資料・情報とするかは、バランスを見ると良いと思います。 

○会長 

・５番、キャッチ世代で行きますか。ＹＡ世代の方がまだ知られていると思います。

中高生世代より広いですよね。図書館ではこれで押しても良い気もします。 

○委員 

・ヤングアダルトは、そもそも心理学と英文学では括りが違って、ここでは説明が入

ればどれでもいいと思います。 

○会長 

・ここでは、ＹＡサービスのことではないので「乳幼児から中高生世代」でいきまし

ょう。 

○委員 

・大学生に読書習慣をというのも、ちょっと変なので良いと思います。 

○委員 

・板橋区はティーンズコーナーとなっていましたね。 

・私たちは、“ヤング”という言葉が否定されて抵抗がある世代です。 

○委員 

・３番、世界的ではなく「地理的」が良いと思います。 

・よくまとめていただき、特に11番の平和のところは良いと思います。 

・あとは12番で「西東京市のことは西東京市の図書館で」ということを想い続けて欲

しいと思いました。 

・メールで送りますが、田無で「戦争を伝える」事業を行ってきたこと、最後13番に

「図書館ネットワークの構築が不可欠です。中央図書館の建設計画の策定をのぞみ

ます」を入れるとおさまると思います。 

○委員 

・先日の図書館大会で「地域資料の活用とデジタルアーカイブ」を聞いたのですが、

12番にはデジタルアーカイブという言葉を入れていただけると良いと思います。 

・ここには、市内の知識ある方との連携が必要だということも入れていただきたいと

思いました。 

○会長 

・郷土史家という言葉は古いでしょうか。 

○委員 

・郷土史家だと自分の住んでいるところの研究者となるので、地域の研究家が良いと

思います。 

○副会長 

・在野の研究者というかんじでしょうか。 

○委員 

・書かなくても良いですが、最近はウィキペデアタウンなどの試みなども、在野の知

識のある方との連携でやっているようです。 

○委員 

・地元の歴史を残しておくと、外から調査に来た人にも役立ちます。 

・地域を限定するのではなく、広く調査もするし、受け入れるし、資料は残していく

というのが有難いです。 

○会長 
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・この協議会の任期は４月の末、集まるのは今回が最後になりますので、メールのや

り取りでこれを完成して、年度内に図書館にお出しします。 

・私のメールアドレスは、事務局から皆様に伝えてください。 

・〆切は３月３日までとします。 

第３ 令和５年度西東京市図書館事業計画について（案） 

○館長 

・参考資料「令和５年度西東京市図書館事業計画（案）」と「西東京市図書館計画

（2019～2023年度）中間のまとめ（案）」についてご覧いただき、ご意見等があれ

ば、３月３日(金) までにメールでお願いします 

第４ その他 

「公共施設等総合管理計画の改定等に係る施設関係団体ヒアリング・アンケート結

果」について 

○館長 

・いただいたご意見をまとめました。 

・このほかに追記することがあれば、３月３日(金) までにメールでお願いします。 

・その後、担当課に伝えます。 

○館長 

・皆さま、２年間ありがとうございました。 

○会長 

・終わります。 

 


